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論文内容の要 1::. Eヨ
本論文はレーザ発振器に関する理論的研究の成果をまとめたものであり，つぎの 6 章からなってい
る。
第 1 章 l土、序論、であって，レーザ発振器に関する研究の重要d性について述べるとともに，本研究
に関連する従来の研究を概説し，本研究がこの分野において占める地位を明らかにしたものである。
第 2 章は‘複合ファプリ・ペロー形レーザの発振出力特性、について論じたものである凸国体レー
ザのようにレーザ媒質からの誘導放射スペクトノレの拡がりが一様である場合に，その多重姿態発振現
象の機構を考慮した遷移方程式を用いて複合ファブリ・ペロー形レーザの発振出力特性を理論的に解
析し，乙の種の形式のレーザによってレーザ発振の縦姿態分離性の向上ならびにレーザ出力の増大化
を同時に実現するための有効なる設計方針を導いている。
第 3 章は、分割レーザの理論、について述べたものである。通常のレーザを 2 つに分割した 2 分割
レーザの発振特性について理論的に解析し，適当な分割によって縦共振姿態に対する分離効果が期待
できることを明らかにする。 さらに， 固体レーザの多重姿態発振現象を記述する遷移方程式を導入
し，固体 2 分割レーザ、の定常発振出力特性について検討している。
第 4 章はミガウス絞りを含む共焦点共振器、について論じたものであるO 共焦点共振器の中央部に
振幅透過率の分布関数がガウス関数で与えられる，いわゆるガウス絞りを設置することによって，有
効な横姿態分離効果が期待できることを理論的に明らかにする。
第 5 章は、光学回路基本形におけるランダム・プロセス、について論じたものである。レーザ発振
器の研究およびレーザ装置を含む光学回路系の取り扱いに際して，コヒーレンスの不完全な光波を解
析する乙とが必要となる。本章では，任意のコヒーレンスを持つ光波をランダム・プロセスと見なし
てF 乙れを容易に解析するための l つの方法を示している。
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第 6 章はミ本論文 lと関する結論で，本研究の成果を総括して述べたものであるO
論文の審査結果の要旨
本論文は，電気回路網理論を用いて複合ファブリ・ベロー形レーザおよび 2 分割レーザの発振特性
を明確にするとともに，中央にガウス絞りを置いた横姿態分離効果の良好な新しい形の共焦点共振器
を提案し，さらに，任意のコヒーレンスを有する光波をランダム・プロセスとみなして解析を容易に
する方法を示している。
以上のように本論文はレーザ技術の発展に寄与するととろが大きく，博士論文として価値あるもの
と認める。
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